
No.312 14令和元年7月1日社  協  だ  よ  り

６月の定時評議委員会で、平成30年度の事業報告と決算が承認されました。

事業報告・決算　平成30年度平成30年度

　

平
成
30
年
度
は「
互
い
に
支
え
合
い
、安
心
し
て
生
活

で
き
る
福
祉
の
ま
ち
・
篠
栗
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
事
業

◆
事
業
報
告

◆
役
員
の
選
任（
敬
称
略
、太
字
は
新
任
）

◆
退
任
役
員
（
敬
称
略
）

◆
会
員
加
入
の
お
願
い

◆
平
成
30
年
度
決
算

　
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」は
、高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
家
や

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
こ
と
を
目
指
し
、福
祉
協

力
員
は
じ
め
区
長
、民
生
委

員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
献
身
的
な
活
動
に
よ

り
、年
間
延
べ
１
８
６
回
の

開
催
、５
６
１
２
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
支
援
事
業
の
１
つ
と

し
て
取
り
組
ん
だ「
ま
ち
な

か
カ
フ
ェ
」（
庄
区
で
の
”に

し
う
ら
ホ
ッ
と
カ
フ
ェ“
、
オ

ア
シ
ス
篠
栗
で
の
”お
ひ
さ

ま
カ
フ
ェ“
）
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
運
営
し
、１
日
平
均
10
人

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。30

年
度
初
め
て
開
催
し
た「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻
雀
大

会
」に
は
45
人
の
参
加
が
あ

り
大
盛
況
で
し
た
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
は
、30

年
度
も
地
域
の
協
力
に
よ

り
、庄
区
、乙
犬
区
、和
田

区
、田
中
区
の
公
民
館
と

オ
ア
シ
ス
篠
栗
で
開
催

し
、親
同
士
の
交
流
や
情

報
交
換
の
場
と
し
て
成
果

を
上
げ
ま
し
た
。ま
た
、栗

の
子
保
育
園
で
も
、地
域

の
子
育
て
支
援
事
業
と
し

て
子
育
て
講
座
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
を

財
源
と
し
て「
赤
い
羽
根
ふ

れ
あ
い
食
堂
」を
初
め
て
開

催
し
、子
育
て
中
の
家
族
か

子
育
て
支
援
事
業

障
が
い
者
支
援
事
業

　

知
的
障
が
い
が
あ
る
人

の「
障
が
い
者
サ
ロ
ン
」に

つ
い
て
は
、す
ま
い
る
サ
ロ

ン
、ふ
れ
あ
い
サ
タ
デ
ー
、

す
ま
い
る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
を
実
施
し
、障
が
い
児

（
者
）の
余
暇
活
動
の
場
、家

族
の
介
護
負
担
の
軽
減
や

介
護
者
同
士
の
交
流
の
場

と
し
て
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業

　

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の

生
活
援
助
を
実
施
し
ま
し

た
。ま
た
、生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
協
議
体
を
行
政

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

利
用
者
が
安
心
し
て
利

用
で
き
、祭
祀
の
継
承
が
困

難
な
人
の
ニ
ー
ズ
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
合
祀
墓
の

運
営
を
開
始
し
、維
持
管
理

に
努
め
ま
し
た
。

衣
裳
貸
出
事
業

　

貸
出
件
数
は
減
っ
て
い

ま
す
が
、チ
ラ
シ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
P
R
を
行

い
、利
用
者
か
ら
は
安
価

で
レ
ン
タ
ル
で
き
る
と
喜

ば
れ
ま
し
た
。

葬
祭
事
業

　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
効
率
的
運
営
に
努
め
、

収
益
の
一
部
を
社
会
福
祉

事
業
へ
繰
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
事
業

一
般
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業

　

厳
し
い
社
会
状
況
の
中
、

各
行
政
区
の
役
員
を
は
じ

め
関
係
の
方
々
・
町
民
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、自
主

財
源
の
確
保
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

理
事
・
監
事
・
評
議
員
の

退
任
に
伴
い
、次
の
皆
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期

は
令
和
３
年
度
６
月
定
時

評
議
員
会
ま
で
で
す
。

　

衣
裳
室
で
着
付
け
教
室
を
実
施
し
ま
す
。前
結
び
で
簡
単

に
着
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。後
ろ
結
び
で
着
て
い
る
人
も
、

前
結
び
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

上
記
の
よ
う
な
事
業
に
は
、町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

支
援
が
必
要
で
す
。　
　

　

篠
栗
町
の
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。現
在
各
地
区
役
員
の
方
が
、会
員
加
入
の

依
頼
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。協

力
い
た
だ
く
会
費
は
、年
間
で
次
の
金
額
で
す
。

　

篠
栗
町
の
福
祉
向
上
へ

の
ご
尽
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
ご
指
導
の
ほ
ど
、よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
制
度
・

赤
い
羽
根
共
同
募
金

仏
舎
利
殿

管
理
運
営
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
登
録
者
は
４
２
１
人
と

な
り
ま
し
た
。地
域
を
支
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

担
い
手
育
成
の
た
め
に
、認

知
症
・
介
護
予
防
の
た
め
の

笑
い
ヨ
ガ
講
座
、男
性
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

な
ど
、多
く
の
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

ら
高
齢
者
ま
で
１
５
６
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

平成30年度決算（資料は閲覧できます）

事業名 収　入 支　出 前期末支払
資金残高

当期末支払
資金残高

（単位：円）

79,425,460

7,402,965

7,271,615

28,911,322

83,965,340

8,386,109

5,418,113

28,637,294

265,642,204

3,272,623

1,255,160

36,310,276

261,102,324

2,289,479

3,108,662

36,584,304

社会福祉
事業

衣裳貸出
事業

仏舎利殿
事業

葬祭事業

収
益
事
業

◆
理
事
の
選
任
　
14
人

会
　
長

　

草
場
一
律（
学
識
経
験
）

副
会
長

　

今
井
好
行（
行
政
区
）

　

石
川
忠
弘（
学
識
経
験
）

理
　
事

　

岡
崎
治
伸（
行
政
区
）

　

小
林
知
生（
行
政
区
）

　

中
村
幸
雄（
行
政
区
）

　

渕
上
勲（
老
人
ク
ラ
ブ

　

連
合
会
）

　

松
隈
謙
二（
民
生
委
員
・

　

児
童
委
員
協
議
会
）

　

山
下
久
代（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

連
絡
協
議
会
）

　

栁
竜
一（
施
設
代
表
）

　

神
宮
鹿
男（
学
識
経
験
）

　

岡
節
子（
学
識
経
験
）

　

平
山
智
久（
行
政
）

　

黒
瀬
経
子（
施
設
管
理
者
）

◆
監
事
の
選
任
　
２
人

　

權
藤
壽
榮
幸（
民
生
委
員
・

　

児
童
委
員
協
議
会
）

　

立
花
博
友（
行
政
）

◆
評
議
員
の
選
任
　
12
人

行
政
区

　

井
上
勘
次　

松
下
敏
行

　

籐
文
人　

宮
本
清
正

　

今
長
谷
啓
介　

鷹
巢
幸
敬

　

深
澤
清　

黒
瀨
津
義

　

佐
々
布
武
司

　

栗
須
幸
一　

板
倉
清
志

　

角
野
聖
人　

副
会
長　

黒
瀨
津
義

理
事

　

實
藤
俊
一　

蒲
原
修
一

　

棚
橋
利
昭　

井
上
勝
則

監
事　

大
塚
哲
雄

評
議
員

　

岡
崎
治
伸　

郡
嶋
正
弘

　

今
井
好
行　

山
下
登
志
朗

　

松
本
忠
昭　

武
元
政
治

※

個
人
情
報
保
護
の
た
め
会
員
加
入
さ
れ
た
皆
さ
ま
の

　

広
報
掲
載
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

賛
助
会
員
１
口　

１
０
０
０
円

特
別
会
員
１
口　

１
万
円

普
通
会
員
１
口　

５
０
０
円　

　

小
林
知
生　

長
澤
譲

　

古
賀
幸
雄　

城
戸
芳
成

　

中
村
幸
雄　

岩
下
司
郎

着
付
け
教
室

　
　
生
徒
募
集

着
付
け
教
室

　
　
生
徒
募
集

●
期
間

９
月
５
日
〜
11
月
28
日

（
10
月
17
日
を
除
く
毎
週
木

曜
日
、全
12
回
）

●
時
間
／
10
時
〜
12
時

●
場
所

オ
ア
シ
ス
篠
栗
２
階
和
室

●
会
費
／
２
０
０
０
円

●
定
員
／
10
人

●
申
込
期
間

７
月
３
日（
水
）９
時
〜　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

●
申
し
込
み
／
社
会
福
祉

協
議
会　

衣
裳
室

衣裳室だより 衣裳室Ｑ&Ａ

着物について分からないことがあれば衣裳室職員に気軽に尋ねてく
ださい
＊営業時間／8時30分～17時
＊休業日／毎週月曜日（祝日の場合は翌火曜日）・毎月第４日曜日・
　　　　　年末年始

必要な道具
（女性）
衿芯一本・紐二本・
伊達巻一本・半幅帯　
（男性）
紐二本・角帯又は兵児帯

Ｑ：女性浴衣の衿の着崩れが気になるのですが、
　 着崩れない方法と必要な道具を教えてください。
Ａ：浴衣は衿が緩くなりがちなので、
　 衿の裏側から長襦袢に使う衿芯を入れると着崩れしにくいです。

し

し


